
シ
ド
ニ
ー
で
日
豪
観
光
セ
ミ
ナ
ー
開
催

訪
豪
中
の
安
倍
首
相
が
特
別
来
賓
と
し
て
出
席

２
０
１
７
年
は〝
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
〞

「
社
会
の
枠
組
み
づ
く
り
」に
観
光
で
貢
献

　
２
０
１
７
年
は〝
持
続
可
能
な
観
光
国
際

年
〞で
す
。
２
０
１
５
年
９
月
に
ニュー
ヨ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
た
第
70
回
国
連
総
会
で
は
、
２
０
１

７
年
を〝
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
〞と
制

定
。
１
９
４
５
年
の
国
連
設
立
以
来
、
観
光
に

関
す
る
国
際
年
は
、
こ
れ
が
３
回
目
と
な
り

ま
す
。

　
国
連
総
会
で
全
加
盟
国
が
共
有
し
た
「
持

続
可
能
な
開
発
課
題
の
解
決
」
や
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」
の
２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
地
球
に
住
む
人
々
が
一

緒
に
観
光
に
関
わ
る
政
策
や
商
慣
習
、
旅
行

者
・
消
費
者
の
行
動
を
、
持
続
可
能
な
新
し

い
観
光
モ
デ
ル
と
そ
の
考
え
方
に
シ
フ
ト
し
て
い

く
た
め
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　「
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
」
は
、
次
の
５

つ
の
分
野
に
重
点
を
置
い
て
、
観
光
の
役
割
を

世
界
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◎
包
括
的
・
持
続
的
な
経
済
発
展…

誰
も
が

参
加
可
能
で
地
域
全
体
への
経
済
的
裨
益
（
ひ

え
き
）
が
持
続
す
る
よ
う
な
ツ
ー
リ
ズ
ム

◎
社
会
的
な
関
わ
り
、
雇
用
拡
大
や
貧
困
の

撲
滅…

雇
用
創
出
や
貧
困
削
減
に
貢
献
す
る

ツ
ー
リ
ズ
ム

◎
資
源
の
有
効
活
用
、
環
境
保
護
や
気
候
変

動…

環
境
や
気
候
変
動
に
配
慮
し
た
資
源
保

全
・
保
護
を
踏
ま
え
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

◎
文
化
的
価
値
、
多
様
性
、
遺
産…

伝
統
や

固
有
性
と
多
様
性
の
両
立
を
認
め
合
う
文
化

価
値
を
描
く
ツ
ー
リ
ズ
ム

◎
相
互
理
解
、
平
和
、
安
全…

平
和
や
安
全

を
支
え
る
相
互
理
解
に
貢
献
す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
で
は
、
各

国
政
府
、
国
連
関
係
機
関
、
国
際
機
関
や
地

域
機
関
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
や
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
い
っ
た
観
光

関
連
組
織
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、「
持
続

可
能
な
社
会
の
枠
組
み
づ
く
り
」
に
向
け
、

観
光
を
通
じ
て
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。（
記
事
提
供
：

　国
連
世
界

観
光
機
関

　シ
ニ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
熊
田
順一氏
）

　
J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
は
1
月
14
日
、

シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
日
豪
観
光
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
る
日
本

人
旅
行
者
数
の
増
加
に
向
け
て
、
J
A
T
A
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
観
光
局
の
間
で
結
ば
れ

た
覚
書
（
M
O
U
）
な
ど
を
踏
ま
え
、
日
豪
双

方
の
関
係
者
に
よ
る
緊
密
な
連
携
を
図
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
日
豪
観
光
セ
ミ
ナ
ー
は
、
安
倍
晋
三

首
相
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
特
別
来
賓
と
し
て
同

セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
た
同
首
相
は
、
個
人
的
な

ニ
セ
コ
と
の
関
わ
り
に
言
及
し
た
上
で
、
「
ニ

セ
コ
を
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た
の
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
」
と
指
摘
。
「
様
々
な
日

本
の
良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
日
豪
間
の
交

流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
政
府
観
光
局
（
J
N
T
O
）
の

松
山
良
一
理
事
長
は
、
昨
年
1
年
間
に
日
本
を

訪
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
が
約
45
万

人
に
達
し
、
記
録
を
更
新
し
た
こ
と
を
紹
介
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
本
文
化
や
和
食
、

旅
館
滞
在
と
い
っ
た
日
本
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
市
場
で
あ
り
、
日
本
と
は
季
節
が
反
対

と
な
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
だ
」
と
強
調
し
、
2
0
1
9
年
に
日

本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
を
通
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
国
内
各

地
へ
の
訪
日
旅
行
需
要
を
拡
大
す
る
こ
と
に
意

欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
観
光
局
の

ジ
ョ
ン
・
オ
サ
リ
バ
ン
局
長
は
、
昨
年
1
年
間

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
た
日
本
人
旅
行
者

数
は
40
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
り
、
「
伸

び
率
で
は
2
番
目
と
い
う
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

だ
」
と
指
摘
。
「
カ
ン
タ
ス
航
空
グ
ル
ー
プ
が

日
豪
間
に
お
け
る
輸
送
力
を
3
倍
に
拡
大
し
た

ほ
か
、
全
日
空
に
よ
る
羽
田
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
線
も
訪
豪
需
要
の
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
」

と
い
う
見
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
田
川
J
A
T
A
会
長
も
、
2
0
1
6
年
に
前

年
比
5
.
6
％
増
の
1
7
1
1
万
人
と
な
っ
た

日
本
人
渡
航
者
数
の
う
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
の
渡
航
者
数
は
前
年
比
24
％
増
を
記
録
し

て
、
伸
び
率
で
は
最
大
と
な
る
見
通
し
で
あ
る

こ
と
に
言
及
。
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
魅
力
は

自
然
だ
け
で
な
く
、
都
市
部
に
も
存
在
し
て
い

る
。
レ
ジ
ャ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
M
I
C
E
、
教

育
旅
行
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
企
画
力
、

提
案
力
、
斡
旋
力
、
添
乗
力
と
い
う
旅
行
会
社

の
真
価
を
発
揮
し
て
、
M
O
U
で
設
定
さ
れ
て

い
る
2
0
2
0
年
の
訪
豪
日
本
人
旅
行
者
数

70
万
人
を
達
成
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

オーストラリア政府観光局のオサリバン局長（中央）を囲む田川 JATA
会長（右）と松山 JNTO理事長

安倍首相「日豪間の交流をさらに深めたい」


